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という意味だそうです。最初にこの花を見た時は，この世の物ではないような

不思議な感覚を覚えました。真っ直ぐに伸びた茎の先に真っ赤にそり返った花

弁，突き出した雄しべや雌しべ，ハッとするほど綺麗で，神秘的です。今年も，

お隣のお庭で姿を見られるのを楽しみにしてます。
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巻　頭　言

　日本医師会は，今年度より医学部卒後５年間
は会費減免を決定し，多くの都道府県医師会及
び郡市医師会でも同様の取り組みが実施されて
います。医師会組織強化の取り組みの一つとし
て，「会費減免終了後も医師会に定着する流れ
を作るため」と説明しています。医師会員の確
保は，日本医師会の発言力の基盤であり，各都
道府県医師会においては日本医師会代議員数に
反映されるものです。
　八戸市医医師会勤務医部会は，昭和63年３月
に設立されました。全国的にも早い時期であり，
県内初でした。八戸地域は，県内の他医療圏と
異なり，出身大学の異なる混成医療圏であるた
め，自然とお互いに尊重し合い，時には忖度
も含め円滑な医療連携のために協力関係を築い
てきた過去がありました。そこで勤務医部会を
立ち上げ，さらなる地域医療連携を推進しよう
とした先達たちの熱意が伺えます。八戸勤務医
部会設立時より，地域医療にいかに貢献するか
を模索され，平成７年度に第１回の「勤務医と
開業医の話し合いの会」が開催されました。当
時不備であった救急医療連携をテーマに始まり，
開業医と勤務医がお互いに腹を割って，積極的
に互いを理解し助け合う話し合いの会（八戸市
医師会設立75周年記念誌参照）が開催され，以
後平成30年の第25回まで，勤務医部会の重要な
活動の一翼を担ってきました。
　勤務医部会の会員数は，八戸市医師会員数が
５百数十名の内，勤務医部会員数は４百名弱（Ａ
会員以外，市内３病院の初期臨床研修医50名前
後を含め）と数の上では一大勢力です。しかし
私たち勤務医にとって，医師会活動同様に勤務
医部会の具体的個人的意義は，日々の診療に忙
殺され感じられないところがあります。しかし
勤務医部会の活動方針は，とにかくは多くの先

生方に参加いただけることを旨とし，全国医師
会勤務医部会連絡協議会には毎年各病院の先生
方が交代で参加し，勤務医を取り巻く諸問題と
その対処法の取り組みを聴講，勤務医部総会で
報告しています。今年はこの連絡協議会が幸い
にも青森市で開催されます。今回は参加者の人
数制限を設けていませんので，多くの勤務医部
会員の参加が望まれます。
　八戸市医師会主催の初期臨床研修医歓迎会
は，平成26年から県内で初めて開催されました。
種々の大学出身者が集まる八戸市内３病院の初
期臨床研修医たちを，医師会として温かく迎え，
共に地域医療を担う上での重要な顔見世と懇親
の機会となっています。また，歴史ある八戸医
学会に研修医セッションを設け，市内３病院の
研修医から積極的に演題を募集し，優秀発表賞
により研修医を表彰しています。現在では，八
戸医学会の演題の約半数が研修医の発表となっ
ており，医師会の先生方には発表を通じて研修
医の成長を見守っていただいております。
　今後もこのような活動を引き続き発展させる
べく，新たな勤務医部会長に八戸赤十字病院玉
澤先生，副部会長に八戸市民病院水野先生，五
戸総合病院安藤先生，青森労災病院崎原先生に
委ねたところです。多くの若い勤務医達は，原
始の海の海綿のごとく偶然の力でここ八戸に集
いまた離散していきます。一時期でも共に八戸
医療圏で勤務し，連携し合えたことや懇親でき
たことが，いつの日か思い出と共に再会につな
がることを祈念しております。今後も八戸市医
師会員皆様の暖かいご指導とご鞭撻を，勤務医
部会によろしくお願いいたします。

前八戸市医師会勤務医部会 会長

伊　神　　勲
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